
ますます充実する富山空港特集

大
連
便
も
就
航

ま
す
ま
す
充
実
す
る
富
山
空
港

県
や
関
係
団
体
、が
一
体
と
な
っ
て
開
設
を
は
た
ら
き
か
け
て
き
た
富
山
l
大
連
便
が
六
月

十
七
日
就
航
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
富
山
空
港
に
と
っ
て
、
ソ
ウ
ル
便
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
に
続
く
三
番
目
の
国
際
航

空
路
線
で
、
今
回
の
就
航
に
よ
り
富
山
と
環
日
本
海
三
カ
国
を
直
接
結
ぶ
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
月
の
特
集
で
は
、
富
山
l
大
連
便
就
航
の
意
義
や
、
中
近
距
離
国
際
空
港
と
し
て
発

を
続
け
る
富
山
空
港
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
国
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
充
実

大
連
周
水
子
国
際
空
港
は
、
北
京
、
渚
陽
、

長
春
、
上
海
、
西
安
な
ど
中
国
の
国
内
外

四
十
七
都
市
と
結
ぼ
れ
た
空
の
拠
点
。
富

山
l
大
連
便
は
、
中
国
全
土
を
ぐ
っ
と
身

近
に
し
て
く
れ
ま
す
。
富
山
を
午
後

一
時

三
十
分
に
出
発
す
れ
ば
大
連
着
が
午
後
二

北京、漬陽、天津、

長春、ハルビン、上海、

西安、成都、重塵、

アモイ、桂林、広州、毘問、

深刻11、南京、ウルムチ、

香港など

中華人民共和国

時
四
十
分
(
現
地
時
間
。
以
下
同
じ
)
。

こ
こ
で
中
国
の
国
内
線
に
乗
り
継
げ
ば
、

遼
寧
省
の
省
都
港
陽
に
は
午
後
五
時
二

十
分
着
。
上
海
へ
も
午
後
六
時
二
十
五
分

に
到
着
。
こ
の
ほ
か
北
京
や
ハ
ル
ビ
ン
な
ど
、

多
く
の
都
市
に
も
そ
の
日
の
う
ち
に
到
着

で
き
ま
す
。

(注
)

m

m

上
半
期
時
刻
表
を
参
照

強
ま
る
き
ず
な

大
連
は
富
山
県
と
友
好
県
省
の
関
係

に
あ
る
遼
寧
省
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す
。

富
山
県
と
遼
寧
省
は
、
こ
れ
ま
で
十
四

年
に
わ
た
っ
て
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
交
流
の
主
体
も
行
政
だ
け
で

な
く
、
民
間
レ
ベ
ル
、
住
民
レ
ベ
ル
へ
と
広
が

り
を
見
せ
、
交
流
の
中
身
も
い
わ
ゆ
る
友

好
親
善
か
ら
、
実
質
的
な
も
の
へ
と
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
経
済
面
に
お
い
て
も
、
大

連
や
渚
陽
に
進
出
し
て
い
る
県
内
企
業
は

Y
K
Kを
は
じ
め
、
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

富
山
l
大
連
便
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
交
流
を

一
層
活
発
に
し
、
富
山

県
と
遼
寧
省
と
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
強
固

な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

-
富
山
1

大
連
便
就
航

中
国
東
北
地
方
の

拠
点
都
市
、
大
連

展

大
連
市
は
人
口
約
五
百
四
十
万
人
。
中

国
東
北
地
方
に
お
け
る
金
融
・
経
済
・
観
光
・

情
報
の
拠
点
で
、
経
済
発
展
著
し
い
中
国

の
中
に
あ
っ
て
も
、
特
に
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
続
け
て
お
り
、

「北
方
の
香
港
」
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
口
経
済
技
術
開
発
区
が
あ
る

こ
と
か
ら
外
国
資
本
の
進
出
拠
点
に
も
な

っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
の
進
出
企
業
も
二
千

社
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
遼
東
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る

美
し
い
港
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
北
方
の
真

珠
」
と
も
い
わ
れ
、
ア
カ
シ
ア
並
木
や
西
洋

風
の
建
物
が
醸
し
出
す
独
特
の
雰
囲
気
は

訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
毎

年
五
月
に
行
わ
れ
る
ア
カ
シ
ア
祭
り
や
八

月
の
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
に
は
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
ル
l
ト
の
形
成

富
山
県
は
、
地
理
的
に
中
国
東
北
地
方
、

朝
鮮
半
島
、
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
を
結
ぶ
一扇
の

要
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
人
口
を
有
す
る
中
国
。
世

界
屈
指
の
資
源
国
ロ
シ
ア
。
そ
し
て
世
界
有

数
の
技
術
力
を
誇
る
日
本
と
韓
国
。二
十一

世
紀
に
は
本
格
的
な
「
環
日
本
海
時
代
」

が
到
来
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
対
岸
三
カ
国
の
主
要
都
市
と
直

通
の
航
空
路
線
で
結
、ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

富
山
県
は
環
日
本
海
時
代
に
お
け
る
交
流
・

協
力
の
中
核
拠
点
と
し
て
、
新
た
な
飛
躍

と
発
展
の
と
き
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

....北方の真珠、大連の中心街

- 3 一

企異国情緒あふれる懐かしい街 (旅順駅)

富山ー大連便の概要

運航便数/毎週2便(水曜、土曜)

ダイヤ/大連発9:30→富山着12:30

富山発13:30→大連着14:40

※時刻はいずれも現地時間

運航機材/MD82(145席内訳:エコノミー133席ファース卜12席)

運航会社/中国北方航空公司

運 賃/エコノミー片道 70.200円 往 復 125，000円

ファース卜片道 122，600円往復 213，400円

問合せ/中国北方航空公司富山支庖

富山市奥田新町81(ボルフアートとやま内)

TEL0764 (43) 3895 
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。
富
山
を
拠
点
に
進
む
環
日
本
海
の
環
境
協
力

....大連YKKジ‘yパ一社

昨
年

一
月
に
起
き
た
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
重

油
流
出
事
故
を
契
機
と
し
て
、
日
本
海
の

環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
昨
年
、
環
日
本

海
地
域
の
環
境
保
全
等
の
推
進
拠
点
と
し

て
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
を
設
立

す
る
と
と
も
に
、
環
日
本
海
環
境
自
治
体

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
十
月
に
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
体
が
参
加
す
る

北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
会
議
"
が

富
山
県
で
開
催
さ
れ
、
環
境
協
力
を
は
じ
め
、

経
済
交
流
、
学
術
文
化
交
流
な
ど
が
主
要

な
議
題
と
し
て
協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

企昨年7月に富山で開催された環日本海環境自治体サミット



ますます充実する富山空港特集

-
発
展
を
続
け
る
富
山
空
港

神
通
川
の
河
川
敷
を
利
用
し
て
昭
和
三

十
八
年
に
開
港
し
た
富
山
空
港
は
、
昭
和

五
十
九
年
に
ジ
ェ
ッ
ト
化
さ
れ
て
以
来
、
航

空
路
線
も
充
実
し
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に

高
ま
り
ま
し
た

D

ジ
ェ
ッ
ト
化
当
初
は
東
京

便
だ
け
だ
っ
た
航
空
路
線
は
現
在
、
国
内

線
で
は
東
京
便
、
名
古
屋
便
、
札
幌
便
、
福

岡
便
、
関
西
便
、
函
館
便
、
長
崎
便
(
函
館

便
と
長
崎
便
は
季
節
運
航
)
が
、
国
際
便
で

は
ソ
ウ
ル
便
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
、
大
連
便

が
就
航
し
、
中
近
距
離
国
際
空
港
と
し
て

着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
利
用
者

も
昭
和
五
十
九
年
の
約
四
十
万
人
か
ら
、

平
成
九
年
度
に
は
約
三
倍
の
約
百
十
三
万

人
に
達
し
、
県
民

一
人
が
年

一
回
以
上
、

富
山
空
港
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

富山空港のあゆみ

ジェッ卜空港開港

名古屋便就航 (1日2往復)

札幌便就航 (1日1往復)

東京便1日4往復

東京便1日5往復

東京便1日6往復

開港
日召手口

38年 8月

59年 3月

60年 4月
平成

元年 7月

3年 4月

6月

環
日
本
海
交
流
の
拠
点
空
港

ソ
ウ
ル
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
大
連
と
い
う

対
岸
諸
国
の
主
要
都
市
と
航
空
路
線
で

結
ぼ
れ
た
富
山
空
港
は
、
県
内
は
も
と
よ

り
北
陸
全
域
、
飛
騨
高
山
、
上
越
、
そ
し
て

昨
年
末
に
安
一屑
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
長

野
県
か
ら
も
利
用
客
が
見
込
ま
れ
、
ま
さ
に
、

「
人
」
「
も
の
」
「
情
報
」
が
行
き
交
う
、
環

日
本
海
交
流
の
拠
点
空
港
と
し
て
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
引
き
続
き
、
富
山
空
港
の
機
能

や
路
線
の
拡
充
に
努
め
、
新
た
な
航
空
需

要
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
利
便
性
の
向
上
と
P
R
の
推
進

(
1
)
国
内
線
で
は
、
県
民
の
要
望
が
強
い

沖
縄
(
那
覇
)
便
の
路
線
開
設
を
め
ざ

し
ま
す
。

@富山空港の年度別利用者数(ジ‘エツト化後)
(万人)

ソウル便就航(週3往復)

ウラジオストク便就航(週1往復)

長崎便就航 (季節便)

ウラジオストク便週2往復

福岡便就航 (1日1往復)

関西便就航 (1日1往復)

東京便夜間駐機実施

函館便就航 (季節便)

ソウル便週4往復

5年 4月

6年 4月

7月

11月

7年 4月

8年 7月

10月

10年 3月

(
2
)
国
際
線
で
は
、
経
済
界
で
期
待
さ
れ

て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
便
の
路
線
開
設
を

め
ざ
し
ま
す
。

(
3
)
富
山
空
港
を
発
展
さ
せ
る
会
や
県

内
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
航
空
会
社
な
ど

と
協
力
し
て
、
金
沢
市
、高
山
市
、
上
越

市
な
ど
の
隣
県
地
域
で
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
を
実
施
し、
富
山
空
港
の
利
便
性

を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

企昨年、高山市で開催されたエアポートセールス会場風景

-
空
港
拡
充
整
備
計
画
の
推
進
等

(
1
)
新
規
路
線
開
設
や
利
用
圏
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
、

二
O
一
O
年
の
年
関
空

港
利
用
者
は
一八
0
1
一九

O
万
人
に
達

す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

対
応
で
き
る
よ
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
等

の
拡
充
整
備
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

(
2
)
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
B
7
7
7
(ト
リ
プ
ル

セ
ブ
ン
)
に
対
応
で
き
る
エ
プ
ロ
ン
の
整
備

計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(
3
)
ど
p
I
D
(
航
空
機
位
置
情
報
表
示

装
置
)
を
地
方
空
港
と
し
て
は
全
国
に

先
駆
け
て
設
置
す
る
な
ど
、
運
航
の
安

全
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

※
A
P
I
D
(
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
・ポ
ジ
シ
ョ
ン
・イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
・デ
ィ
ス
プ
レ
イ
)

空
港
を
中
心
に
半
径
三
十
海
里
(
五
十
六
回
)

の
範
囲
に
わ
た
っ
て
航
空
機
の
位
置
を
把
握
で
き

る
航
空
機
位
置
情
報
表
示
装
置
。

ご
れ
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
運
航
の
安
全
性
が
飛

躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

問
合
せ
/
県
庁
航
空
対
策
室

m
0
7
6
4
(
4
4
)
3
4
6
3
 

大連便就航(週2往復)6月

9年

....環日本海交流の拠点空港として発展する富山空港

7年 8年6年4年 5年0-59年 60年 61年 62年 63年平成元年 2年 3年
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ぃ
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未
来
を
展
望
し
¥
着
実
に
発
展
を

.

一

ha思

UVE---園

北

陸

環

日

本

海

経

済

交

流

促

進

協

議

会

一

T
U
1ぷ

r
dη
a
a
a
-
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理
事
調
査
部
長

五

両

信
いN幽
野

村

知

さ

ん

…

-

J

一一
-
Aaa--
n

‘‘、圃・・・・・・・
・・・

-
Z
E

中
園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
す
べ
て
と
航
空
路
線
で
結
ぼ
れ

い

.

て
い
る
空
港
は
現
在
、
富
山
空
港
と
新
潟
空
港
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
東

一

.

京
の
人
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
行
く
場
合
は
必
ず
富
山
か
新
潟
を
経

.

ぃ
?

由
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
大
連
へ
行
く
場
合
も
、
富
山
!
大
連
便

一
• 

い
t

，
J

が
運
航
さ
れ
る
水
・
土
曜
日
に
は
成
田

l
大
連
便
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

・

…

羽
田
富
山
経
由
と
い
う
方
法
が
選
択
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。
環
日

一

.

本
海
交
流
の
中
核
拠
点
と
し
て
富
山
空
港
が
担
う
役
割
は
大
き
い
の

い

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い

R

富
山
空
港
の
未
来
を
考
え
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に

-

航
空
貨
物
を
重
視
す
る
こ
と
。
中
国
へ
進
出
し
て
い
る
県
内
企
業
の
中

い

い

に
は
、製
品
を
北
京
経
由
の
航
空
貨
物
で
日
本
へ
輸
送
し
て
い
る
と
こ

い

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
富
山
|
大
連
便
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

…

E
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、
経
済
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な

…

.

り
ま
す
。
ま
た
、
航
空
路
線
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
も
、
航
空

一

貨
物
の
取
扱
い
を
増
や
す
こ
と
が
有
効
で
す
。

い

第
二
に
、
空
港
整
備
と
地
域
づ
く
り
を
し
っ
か
り
結
び
つ
け
て
い
く

い

い
'
E

こ
と
。空
港
を
単
な
る
飛
行
機
の
離
発
着
場
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で

い

.

は
な
く
、
地
域
づ
く
り
の
核
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
視
点
が

い

い

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
集
積
し
て
、

・

い

富
山
を
環
日
本
海
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

い

.
W
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
国
際
航
空
路
線
の
存

一

.

在
は
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
首
都
圏
で
定
期

一

.

的
に
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、
根
気
よ
く

P
R
を
続

.

.

け
れ
ば
、
富
山
空
港
の
発
展
と
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
両
方
に

.

υ
FJ
つ
な
が
っ
て
、
一
石
二
鳥
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

一
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七


